
 
 

 

 

   

 

 

 

 

１ 自治大学校入校まで 

  派遣予定者となったのは令和７年３

月。各自治体により派遣者の決定方法

は異なるようですが、人事課から指名

されてくる自治体の割合が多かったよ

うに思います。 

  正式派遣が決定したのは令和７年９

月。派遣決定後は、e-learning を用い

た事前学習に加え、課題の提出や指定

図書の事前読破など、通常の業務と並

行して準備をすることが非常に大変で

あったと記憶しています。 

  また、約半年間自宅と職場を空ける

ことになるので、ある程度の覚悟はし

ていたものの、業務の引継ぎや寮生活

の準備なども行わなければなりません。 

  北海道では私の前に派遣を受けたの

は４年前であり、どのような研修を受

けるのか、実際の生活はどのようにな

るのか、事前に情報が得られず、大変不

安になりながら入校までの日々を過ご

していました。 

   

２ 自治大学校での生活 

  東京で生活した経験はあったもの

の、長らく北海道で生活していた私にと

っては、大きく気候も生活環境も変わる

自治大学校生活に慣れるのか、不安要素

が非常に多くありましたが、それは入校

２週間も経つと慣れてきたように思い

ます。一緒に入校した１４５期の同期は

ユニークなメンバーばかりで、各自治体 

 

 

 

 

 

での困りごとや悩みを語り合ったり、講

義で分からないことを教えあったりす

るなど、自治大学校の校歌にもあるよう

に切磋琢磨しながら研修生活を過ごし

ていました。 

 

３ 自治大学校での研修内容 

 肝心の研修内容については、正直今ま

での人生の中で一番勉強をしたのでは

ないかというくらい、勉強と演習に明け

暮れた気がしています。145 期は主に研

修前半の１２月までは基本法制科目や

座学を中心とした講義が多く、研修後半

の１月以降は演習が多くカリキュラム

として組まれていました。 

１日６コマの講義に加えて、講義前後

の予習復習やグループでの話し合いな

ど、日々の大半を勉強で過ごす経験は、

研修が終わって改めて振り返ると公務

員人生はもとより、社会人人生でも基本

的には退職まで経験できない貴重なも

のでした。 

  基本法制科目は地方公務員として必

要となる憲法や行政法、地方自治法な

どを学ぶのですが、入庁から自治大学

校へ入校するまで、生活保護法や河川

法などの個別法にしか触れてこなかっ

た私にとっては、公務員の基本となる

法律を覚えたり理解したりするのに苦

労を重ねました。しかし、地方公務員と

して必要な基礎法制をしっかり学ぶこ

とで、公務員としての基礎を固めるこ

とができたように感じます。 

  演習科目は自治大学校第１部課程の

研修の目玉である政策立案演習に加え
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て、ディベートや模擬講義など、通常の

勤務をしている中では絶対に経験しな

いであろう演習もあり、演習科目を受

講中はあまり気乗りしなかったのが本

音ではありますが、非常に良い経験を

させてもらったと感じています。 

研修を通じて多様な学びを得ること

ができましたが、心残りが２つあります。

１つは、演習のグループは、演習ごとに

メンバーが変わる仕組みでしたが、結果

として一部の同期とは同じグループで

演習を行う機会がなかったこと。 

もう一つは、同時期に他課程も開講中

でしたが、課程が違うとはいえ、同じ目

的意識を持って集まる全国の自治体職

員と意見交換を行える機会はそう多く

はなく、せっかくの機会を活かせれば良

かったと感じています。 

 

４ 政策立案演習について 

  最初のオリエンテーションで教授陣

から第１部課程のキモと言われるほど、

演習の時間が確保されている政策立案

演習。要所ではもちろん自治大教授陣

や外部講師の助言やアドバイスが入り

ますが、基本的には一から十まで全て

自分たちで話し合い、考え、悩みながら

進めていく必要があります。研修中盤

の１月には、先進地視察がありますが、

これも自分たちでどこに行くか決め、

先方へのアポ取りやヒアリング内容の

検討などを行わなければなりません。

煩雑な作業も多く、チームで動くこと

の大変さを改めて実感する機会となり

ました。 

  私の班は交通問題を取り上げ、先進

地として東広島市と熊本市を選定し視

察に行きましたが、ご多忙の中丁寧に

ご対応いただき大変感謝しております。 

  最終発表では大変緊張してしまい、

説明したいことが全く説明できなかっ

たことに加え、講師陣からの厳しいご

指摘を受け、自分の未熟さを改めて感

じるとともに、グループで動く意味を

改めて考えさせられ、これは職場にお

いても同じだと思い知らされました。 

 

５ さいごに 

迷っている方は是非一歩を踏み出し

て下さい。また、各自治体の人事担当者

におかれては、非常に有益な研修と捉え

ていただき、参加へご協力を賜れますと

幸いです。 

 

【 教授室の教授方と 】 

 

【 研修生有志と早朝野球 】 

 
 

 

 


